
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
   
   
   
   
   
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

NO.27 

   工 事 名：千曲川流域下水道下流処理区終末処理場建設工事その２２ 

   事 業 者：長野県 

   発 注 者：日本下水道事業団 

   設 計 者：日本上下水道設計（株） 

   位  置：長野県長野市大字赤沼（クリーンピア千曲内） 

   構造形式：ＰＣ卵形消化槽 

   有効容量：3,000m3×2 基 

   最大水深：22.795ｍ 

   最大内径：16.700ｍ 

   ＰＣ鋼材：円周方向鋼材  SWPR19 1S21.8（プレグラウト鋼材：ＳＭ工法） 

        経線方向鋼材  SBPR 930/1180 φ32（ディビダーク工法） 

        基礎リング鋼材 SWPR7B 12S15.2（ディビダーク工法） 

 クリーンピア千曲卵形消化槽は、長野市北部および周辺 4 市町村の生活環

境の改善と千曲川の水質保全を目的に計画されたクリーンピア千曲（下水道

処理施設）内に建設されている卵形消化槽です。 

 本消化槽の建設にあたっては、工費削減と耐久性向上を目的に、円周方向

ＰＣシステムに、Ｘアンカー工法とプレグラウトＰＣ鋼材（1Ｓ21.8mm）の

適用をＶＥ提案して、採用されています。 

 Ｘアンカーおよびプレグラウト鋼材の採用にあたっては、事前に、円周方

向ＰＣシステムとしての性能確認試験と引き込み用の冶具の開発を含めた

施工性試験を実施し、施工管理の一環としてプレグラウト樹脂の硬化確認試

験が行われました。 
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クリーンピア千曲卵形消化槽 

断面図 側面図 

▼一般図  

▼工事概要  
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▼工程表  

▼設計概要  

１）ＶＥ提案では、円周方向ＰＣシステムに、Ｘアンカー工法とプレグラウトＰＣ鋼材（1Ｓ21.8mm）を適

用して、工費の低減を図っています。 

・摩擦係数の小さいプレグラウト鋼材を採用したことにより、原設計でのグラウトタイプ：1S21.8mm が８

２段配置から、７２段配置に低減できました。ＰＣ鋼材の配置半径：Ｒ＝8.185ｍでの緊張力を比較する

と、原設計では、1/2 周配置で平均緊張力：Ｐt＝277KN に対して、プレグラウト１周配置で平均緊張力：

Ｐt＝317KN と、鋼材長および角度変化が 2 倍になったにもかかわらず、プレストレスの損失は少なくな

っています。 

・Ｘアンカーの採用により、定着工数量の低減に加えて、定着部の局部応力の発生がなく定着部補強筋の

簡素化を図りました。 
 

２）Ｘアンカーおよびプレグラウト鋼材の採用にあたっては、事前に、円周方向ＰＣシステムとしての性能

確認試験と引き込み用の冶具の開発を含めた施工性試験を実施し、施工管理の一環としてプレグラウト

樹脂の硬化確認試験が行われました。 

・円周方向ＰＣシステムとしての品質の確認のため、Ｘアンカー定着部強度試験や円周方向プレグラウト

ＰＣ鋼材の摩擦係数試験などの性能確認試験を実施しました。 

・プレグラウト鋼材を円周方向に引き込むための施工性確保とポリエチレン被覆部の保護のために引き込

み用冶具を開発し、施工性向上および品質確保を図りました。 

・プレグラウト鋼材の硬化進行状況を把握するために、消化槽に採用する同一のコンクリートと現場養生

状況を再現した供試体を作成し、硬化特性の確認が行われました。 
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その他（建築など）
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発  行： 三井住友建設（株）土木本部 土木設計部 

連絡先： 東京都中央区佃2 丁目1 番6 号   TEL.03-4582-3063 

ＵＲＬ： http://www.smcon.co.jp 


